
※四捨五入のため積み上げと計の一致しない箇所がある

○ 　震災対応予算の編成状況（総会計）

うち 震災対応分 819,670 657,478 1,570 659,049 80.4

計（総会計） 1,935,223 1,849,329 1,535 1,850,864 95.6
うち 震災対応分 452 427 427 94.5

公 営 企 業 会 計 35,493 27,735 27,735 78.1
うち 震災対応分 1,513 1,082 60 1,142 75.5

準公 営 企業 会計 23,357 21,940 △ 595 21,345 91.4
うち 震災対応分 24,102 1,664 1,664 6.9

特 別 会 計 291,205 331,865 331,865 114.0
うち 震災対応分 793,604 654,307 1,510 655,816 82.6

一 般 会 計 1,585,169 1,467,789 2,131 1,469,920 92.7

区　　分
平成２５年度
９月現計予算額

 A

平成２６年度予算額 対前年度比較
(B/A)×100６月現計予算額 今回補正額 補正後予算額 B

Ⅱ　予算規模

○ 　このほか、女川原発２号機の安全性に関する検討会の設置や東京アンテナショップのリ

ニューアル、本県にふるさと納税をした県外在住者に対する特産品送付などに要する経費

を予算化

○ 　復旧・復興関連では、公共土木施設の復旧や補修、災害公営住宅や被災地の農業基盤整

備、被災した医療機関などへの復旧支援のほか、移転新築される仙石線野蒜駅へのエレ

ベーター設置支援や県産品への信頼回復に要する経費などを予算化

（単位：百万円，％）

平成２６年度９月補正予算（第２号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方

○ 　今回の補正予算は、東日本大震災関連の復旧・復興経費を予算化したほか、国の内示等

に伴う公共事業費や制度改正等に伴う特定疾患及び小児慢性特定疾患の治療費助成の拡充

など、６月補正予算編成後に具体化した、当面急を要する施策に係る経費を予算化

合　　　計 4,284,083

657,478 当初予算、６月補正(第１号)

今回補正額 1,570 ９月補正（第２号）

平成２３年度 1,611,362
４月１日専決、５月１３日専決、５月補正、
５月補正６月追加、８月補正、９月補正、
９月補正１０月追加、１１月補正、１１月補正１２月追加、
２月補正、２月補正３月追加、３月３０日専決

平成
２６
年度

６月補正後
現計予算額

1,138,687
当初予算、３月補正(第１号)、６月補正(第２号)、６月補正追
加(第３号)、９月補正(第４号)、１１月補正(第５号)、１１月
補正追加(第７号)、２月補正(第８号)、２月補正(第９号)、２
月補正追加(第１０号)、３月２９日専決(第１１号)

会　計　年　度
震 災 対 応
予 算 額

予　算　計　上　時　期

平成２２年度 30,060 ２月補正３月追加、３月１６日専決、３月２８日専決、
３月３１日専決

平成２５年度 844,925
当初予算、６月補正(第１号)、９月補正(第２号)、１１月補正
(第３号)、２月補正(第４号)、２月補正(第５号)、３月３１日
専決(第６号)

平成２４年度

（単位：百万円） 

平成２ ６ 年９月

宮 城 県


